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某すし店のトイレに入りましたら、下の文言が書かれた紙が貼ってありました。 

女将さんに頼んで、コピーをいただいてきました。 

 

「嫁と姑」 

 

一、うちの娘は、よその嫁   よその娘は、うちの嫁  

  三千世界をたずねても  死水を取るのは、うちの嫁  

 

一、たとえ嫁ごがわるくても  可愛い息子の妻じゃもの 

   なんで小言が云
い

えようか  おかげおかげで暮らしましょう 

 

一、たとえじゃけんな姑でも  主人を育てた親じゃもの 

なんで粗末にできようか  あつい情で暮らしましょう 

 

  

女将さんにコピーをお願いしたら、私のようにほしいと言う方が結構いらっしゃる

のだとか・・・、ちゃんとコピーが用意されていました。  

女同士集まると、必ずこの話題になります。嫁は嫁で、姑は姑で・・・  

それだけに「嫁と姑」の関係は、永遠の課題だということなんでしょうね。 

でも「あきらめたらだめ」「途中でやめたらだめ」と自分に言い聞かせております。 


